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2004 年 5 月に、衆参両院の「憲法調査会」に対する監視・批判し、広く一般市民の方々と、
－ 4 － 
日本国憲法の価値を確認し、憲法調査会の動向と改憲への動きについて議論を深めるために、
「けんぽう市民フォーラム」を立ち上げた。現在まで、6回のシンポジウムを開催している（2005






























－ 5 － 
に付されて、日本が思いもよらない状況に陥ってしまうことだけは、避けなければなりません。  
今、真に問われているのは、市民の議論を経ないで、「改憲」の道筋が進行していくことです。
このような状況に鑑みて、わたしたちは、日本国憲法の価値を確認するための議論の場として、
「けんぽう市民フォーラム」を立ち上げることにしました。 
わたしたちは、いわゆる「論憲」の立場に立つものではありません。「論憲」の場の設定にお
いては、「日本国憲法擁護」の選択肢は最初から否定的な地位に貶められています。そうではな
く、日本国憲法を支持する立場から、憲法を「論ずる」ことによって、日本国憲法が現在およ
び未来の国民にとって必要なものであることを論証することができるし、そうしなければなら
ない時期だと考えます。 
憲法を護ろうとする運動は、「古い」と揶揄されることもありますが、「古い」ことは「悪い」
ことではありません。わたしたちは、日本国憲法の内容が、市民の人権を保障し、民主主義を
進展させ、平和で公正な国際社会を築いていくために有用であると確信するからこそ、日本国
憲法を支持します。そして、日本国憲法によって利益を得ている大多数の国民と、明文改正に
反対するために広く連帯していかなければならないと考えています。 
日本国憲法の価値と原理に賛同する多くの市民が、「けんぽう市民フォーラム」にご参加下さ
ることを、心から願っています。 
 
＊「憲法調査会市民監視センター」のホームページアドレス： 
http://members.jcom.home.ne.jp/web-kenpou/ 
